
日時：令和３年３月1６日（火）1４:０0～
場所：6階第2特別会議室
進行：知事公室 特命推進課

次 第
１ 開 会

２ 議 事 ： 首里城復興基本計画（案）について

３ 報 告 ： 首里城復興基金を活用した事業（扁額の復元）について

４ 閉 会

資 料 ： 首里城復興基本計画（案）

第４回 首里城復旧・復興推進本部会議



首里城復興基本計画（案）について
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(1)伝統技術を活用した施設整備

(3)復元過程の公開による観光資源等
としての活用

(2)木材、瓦等の調達に向けた取組

(1)多様性・独自性を持つ琉球文化の再認識

(2)琉球文化の復興と新たな文化の創出

(3)国内外へ向けた琉球文化の発信

(4)琉球文化を活用した産業振興

１．正殿等の早期復元と復元過程の

公開

８．琉球文化のルネサンス

将
来
像

２．火災の原因究明及び防火設備・
施設管理体制の強化

(1)再発防止に向けた防火設備等の強化

(2)安全性の高い施設管理体制の構築

3．首里城公園のさらなる魅力の向上 (1)国営・県営区域の一体的利用

(2)多様で柔軟な施設の利活用

４．文化財等の保全、復元、収集 (1)首里城跡の適正な保全と価値の周知

(2)文化財等の復元、修復及び収集

５．伝統技術の活用と継承 (1)伝統的な建築技術の活用と継承

(2)美術工芸における伝統技術の継承

６．「新・首里杜構想」による
歴史まちづくりの推進

(1)歴史を体現できる風格ある都市空間の創出

(2)首里城公園及び周辺地域の段階的整備

(3)交通環境の整備

７．歴史の継承と資産としての活用
(1)多様で魅力ある観光資源の活用

(2)平和を希求する「沖縄のこころ」の発信

(3)次世代を担う子どもたちへの継承

復興基本計画の着実な推進

(1)関係機関との推進体制の構築

【基本施策等】８項目
＋１項目

(2)国内外の学術ネットワークとの連携

(3)県民等の継続的な参加による復興

【施策展開】2１項目
＋4項目

【方向性】4２項目
＋6項目

①首里城の復元・修復を支える人づくり

②首里城赤瓦についての調査研究

①県産木材の調達

③県民をはじめ国内外から寄せられた
思いを形にする取組

・
・
・
・

２

復興基本計画の構成

(4)効率的で効果的な復興の推進
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県民意見
募集
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開催時期 会議等 内容

令和２年
６月15日

第１回首里城復旧・復興推進本部
会議

• 首里城復旧・復興に係る新たな体制の見直し
• 首里城復旧・復興への取組等に関する情報共有

８月27日 第２回首里城復旧・復興推進本部
会議

• 首里城復興基本計画に関する有識者懇談会
• 首里城復興基金活用の主な事業及び検定の時期等

９月14日

第１回有識者懇談会
第１回琉球文化継承・振興検討部会
第１回新・首里杜構想検討部会
合同会議

• 首里城復興基本方針に基づく今年度の沖縄県の取
組状況

• 施策の現状と課題の整理
• 有識者懇談会の進め方

10月23日 第２回琉球文化継承・振興検討部会 • 琉球文化のルネサンスの捉え方について
• 首里城復興基本計画（たたき台）について

10月28日 第２回新・首里杜構想検討部会 • 新・首里杜構想の策定について

11月27日 第２回有識者懇談会 • 各部会の内容を踏まえた首里城復興基本計画（た
たき台）に関する総合的な議論

12月９日 第１回 Zoom座談会 • 首里城復興の意義について

12月15日 第３回首里城復旧・復興推進本部
会議

• 首里城復興基本計画の策定状況について
• 首里城復興に関する取組状況について
• 企業版ふるさと納税への対応について
• 首里城復興基金を活用した事業について
（木材の樹種変更、赤瓦の調達）
• 中城御殿の整備について
（城郭内文化財展示収蔵機能の附加）

４

復興基本計画策定に係る主な経緯



開催時期 会議等 内容

12月18日 第２回 Zoom座談会 • 首里城を中心とする歴史・文化の再認識と復興と
は？

12月21日 第３回琉球文化継承・振興検討部会 • 首里城復興基本計画（たたき台）に関する議論
12月23日 第３回新・首里杜構想検討部会 • 首里城復興基本計画（たたき台）に関する議論
令和３年
２月８日 第３回 有識者懇談会 • 首里城復興基本計画（素案）に関する議論

２月22日 第３回 Zoom座談会 • 首里城復興基本計画について
３月９日 有識者懇談会からの結果報告 • 首里城復興基本計画（案）に対する意見
３月16日 首里城復旧・復興推進本部会議 • 首里城復興基本計画（案）の決定
３月下旬 首里城復興基本計画の策定・公表 • 知事決裁後公表

５

復興基本計画策定に係る主な経緯



首里城復興基金を活用した事業（扁額の復元）について
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首里城復興基金を活用した扁額の復元について
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（１）正殿の木材調達に関する事業（令和２年９月覚書締結）

（２）正殿の赤瓦調達に関する事業（令和２年12月覚書締結）

（３）扁額の復元に関する事業 （令和３年３月協議完了予定）

（１）平成７年度
『中山世土』(ちゅうざんせいど)の復元
○製作費用：１枚で約1,500万円
○製作期間：４ヶ月間

（２）平成14年度
『永祚瀛壖』(えいそえいぜん)
『輯瑞球陽』(しゅうずいきゅうよう) の復元
○製作費用：２枚で約3,000万円
○製作期間：１０．５ヶ月間

沖縄県は、首里城復興基金の活用に関する方針（令和２年７月策定）に基づき、令和３年度から

寄附金を活用して、扁額の製作に取り組むこととする。（今後、国との協議を経て確定。）

今回の製作にあたっては、前回製作後に得られた知見や材料調達の状況の変化等を反映し、首里城復

元に向けた技術検討委員会と連携して、進めるものとする。

方 針

国との協議状況

（参考）前回製作
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「首里城復興基金の活用に関する方針」の取組状況

１．正殿の木材調達に関する事業
（１）大径材の一部（柱・梁・桁などの軸組に使用）

・令和２年９月 国に協議申入れ⇒覚書締結 令和３年４月事業開始
（２）大径材を除く造作材のうち県産材（外壁、天井、床板などに使用）

２．正殿の赤瓦調達に関する事業
・令和２年１２月 国に協議申入れ⇒覚書締結 令和３年４月事業開始

３．大龍柱等の石彫刻、唐破風妻飾等の木彫刻及び龍頭棟飾等の焼物など、
屋外彫刻の復元に関する事業

４．扁額などの室内装飾の復元に関する事業
・扁額：令和３年３月 国に協議申入れ予定 令和３年４月事業開始予定

５．第１号から第４号のほか、首里城正殿、北殿及び南殿等の復元に
関する事業

５．（中略）北殿及び南殿
等の復元に関する事業

首里城正殿の復元まで
（第１フェーズ）

正殿復元後
(第２フェーズ)※現在の寄附金

約５１億円

活用方針 第２より

基金は、一日も早い首里城火災からの復興を願う国外を含めた県内外からの寄附金によって積み立てられている
ことから、県民はもとより県内外の人びとの想いを尊重し、焼失した首里城の城郭内の施設等の復元に活用する。

活用方針 第１より
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